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６月号の主な掲載記事
☑令和3年産の純米大吟醸「稀世」が
　できました � 　P. 2

☑涌谷町地域おこし協力隊を募集します � 　P. 9

２
年
目
の

純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
―

安野希世乃さんの平孝酒造蔵見学
純米大吟醸「稀世」プロモーション映像
　（ＱＲコードからご覧ください）



酒
造
の
酒
造
り
で
ベ
ス
ト
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
き
。
鑑
評

会
に
出
し
て
競
え
る
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
る
」
と
太
鼓
判
を
押
し

ま
す
。

初
め
て
の
蔵
見
学
で

で
き
た
て
の
「
稀
世
」
を
味
わ
う

　

ち
ょ
う
ど
令
和
３
年
産
が
完
成

を
迎
え
た
令
和
４
年
２
月
に
、
安

野
さ
ん
に
と
っ
て
人
生
で
初
め
て

の
蔵
見
学
に
、
平
孝
酒
造
を
訪
問

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

蔵
見
学
で
は
、
平
孝
酒
造
で
行

わ
れ
て
い
る
酒
造
り
の
現
場
を
平

井
社
長
に
案
内
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
瓶
詰
め
さ
れ
た
ば
か
り

の
「
稀
世
」
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
蔵
見
学
の
様
子
は
、
涌
谷

町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

桜
満
開
の
涌
谷
町
か
ら

今
年
も
お
披
露
目
会
を
配
信

　

発
売
日
を
翌
々
日
に
控
え
た
令

和
４
年
４
月
16
日（
土
）に
は
、
わ

く
や
天
平
の
湯
小
劇
場
を
会
場
に
、

安
野
さ
ん
と
と
も
に
、
純
米
大
吟

醸
「
稀
世
」
の
醸
造
に
か
か
わ
っ

た
平
孝
酒
造
の
平
井
社
長
や
Ｕ
Ｐ

フ
ァ
ー
ム
の
佐さ

さ々

木き

隆た
か

雄お

氏
、
株

　

安
野
希
世
乃
さ
ん
に
は
、
令
和

２
年
１
月
に
涌
谷
町
黄
金
大
使
に

就
任
し
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
涌

谷
町
の
財
政
再
建
に
向
け
、
観
光

振
興
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
歳

入
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
に
発
売
さ
れ
た

純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
も
、
そ
の

取
り
組
み
の
一
環
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
一
般
販
売
に
よ
り
、
涌
谷

町
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら

大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
、
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
年
度
の
好
評
を
受
け
、
２

年
度
目
も
農
事
組
合
法
人
Ｕ
Ｐ

フ
ァ
ー
ム
に
、
下
郡
地
区
の
ほ
場

で
原
材
料
と
な
る
酒
米「
蔵
の
華
」

を
栽
培
し
て
い
た
だ
き
、
石
巻
市

に
酒
蔵
を
構
え
、「
日
高
見
」
で

知
ら
れ
る
株
式
会
社
平
孝
酒
造
で

醸
造
さ
れ
ま
し
た
。

稲
作
に
は
厳
し
い
気
候
の
一
方

仕
上
が
り
は
最
高
の
で
き

　

令
和
３
年
の
稲
作
は
、
出
穂
時

期
の
８
月
上
旬
に
長
雨
に
よ
る
低

温
が
続
き
、
稲
作
に
と
っ
て
は
厳

し
い
気
候
で
し
た
が
、
収
穫
さ
れ

た
酒
米
は
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
出
来
栄
え
に
。
醸
造
元
の
平
孝

酒
造
の
代
表
取
締
役
社
長
の
平ひ

ら

井い

孝た
か

浩ひ
ろ

氏
も
「
令
和
３
年
産
の
平
孝

初年度産では、ふるさと納税・一般販売で大きな反響が
あった声優で歌手の涌谷町黄金大使・安野希世乃さんに
携わっていただいた日本酒・純米大吟醸「稀世」。
2年度目の今年も涌谷町の風土が育んだ酒造好適米「蔵の
華」を原材料にし、石巻市の平

ひら

孝
こう

酒
しゅ

造
ぞう

で醸され、蔵人が
自信を持っておすすめする仕上がりとなりました。

安野希世乃　Yasuno Kiyono
平成29年にはフライングドッグから歌手デ
ビューを果たし、これまでにミニアルバム3枚
と、令和3年10月には自身4枚目となるシングル
「おんなじキモチ。」をリリース。同年には声優
デビュー10周年を迎え、コロナ禍の中、記念ラ
イブツアーを完遂。また、オンラインイベント「ス
ナック希世乃」など精力的に活動しています。
また、令和2年1月に涌谷町黄金大使に就任し、ふ
るさと納税や交流人口の増加に大きく貢献いただ
いています。
《代表作（声優）》「マクロスΔ

でるた
」カナメ・バッカ

ニア役、「冴えない彼女の育てかた」加藤恵役、「ブ
ラッククローバー」チャーミー・パピットソン役、
「僕のヒーローアカデミア」波動ねじれ役、「スター
☆トゥインクルプリキュア」天宮えれな／キュア
ソレイユ役、「でーじミーツガール」比嘉舞星役
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令
和
３
年
産
「
稀
世
」
を

購
入
す
る
に
は

　

純
米
大
吟
醸「
稀
世
」は
、
涌
谷

町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
他
、

涌
谷
町
内
の
酒
販
店
８
店（
あ
ら

茶
屋
・
小
野
周
商
店
・
北
田
商
店
・

長
南
酒
店
・
福
田
商
店
・
最
上
商

店
・
森
酒
店
・
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
涌
谷

や
ま
し
ゅ
う
）で
、
３
３
０
０
円

（
税
込
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
も
お
い
し
い
と
評
さ

れ
る
渾こ
ん

身し
ん

の
純
米
大
吟
醸「
稀
世
」

を
、
ご
家
庭
で
楽
し
み
な
が
ら
、

涌
谷
町
の
ギ
フ
ト
と
し
て
、
お
土

産
や
贈
答
品
と
し
て
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

式
会
社
最
上
商
店
の
最も

上が
み

真ま
こ
と

氏
、

遠え
ん

藤ど
う

釈と
く

雄お

涌
谷
町
長
が
出
演
し
、

令
和
３
年
産
純
米
大
吟
醸
「
稀

世
」
の
お
披
露
目
会
を
涌
谷
町
公

式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

上
で
生
配
信
し
ま
し
た
。

　

生
配
信
で
は
、令
和
３
年
産「
稀

世
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
他
、

わ
く
や
天
平
の
湯
の
レ
ス
ト
ラ
ン

Ｋ
き

く

ふ

じ

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
を
運
営
す
る

菊き
く

池ち

貴た
か

佑ひ
ろ

氏
が
考
案
し
た
涌
谷
町

や
宮
城
県
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
が
提
供
さ
れ
、「
稀
世
」
の

楽
し
み
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

《写真解説》①桜を愛で
ながら生配信②純米大吟
醸「稀世」とふるさと納
税のセット商品限定特典
の特製ひのき枡

ま す

③生配信
では涌谷町職員も出演し、
ふるさと納税をＰＲ④今
回の裏ラベルには桜が満
開の城山公園と豊

ほ う

穣
じょう

の涌
谷町の田んぼが描いてい
ます⑤今回のノベルティ
シールは全4種類⑥「稀
世」とともに宮城県と涌
谷町の食材に舌鼓を打っ
ていただきました⑦涌谷
町の春の食材・春せりを
中心に、小ねぎやおぼろ
豆腐、みやぎサーモンな
どを提供しました

①

③

②

④⑤

⑦

⑥

お披露目会のアーカイ
ブは、左記ＱＲコード
からご覧ください。



災害時の電力確保の備えとして
（株）大塚商会がLPガス発電機を寄贈
　5月11日（水）に、株式会社大塚商会から涌谷町に、
LPガス発電機が2基寄贈されました。
　この寄贈は、株式会社大塚商会の創業60周年記念事
業の一環で、レーシングマシンのエンジンなどを手掛
ける株式会社レイパワー社製のLPガスを燃料とした発
電機で、停電後、40秒以内に起動し、30kgのプロパ
ンガスで72時間以上発電するものです。頻発する地震
災害や水害で発生する停電時の電力確保に役立てさせ
ていただきます。

法務省人権擁護局から表彰
人権擁護委員を務める村

む ら

上
か み

和
か ず

郎
ろ う

氏を表彰
　4月1日（金）に、法務省人権擁護局長から、人権擁護
委員を務める村上和郎氏が表彰されました。
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、人権に関
する相談や人権侵害による被害者救済や人権擁護の考
えを啓発する活動をしています。
　村上氏は、平成24年7月から人権擁護委員を務め、
人権擁護と人権思想の普及と高揚に貢献してきました。
多年にわたる功績が認められ、この度の受賞となりま
した。

若
わ か

山
や ま

　紀
と し

信
の ぶ

 氏
（元涌谷町消防団長）

横
よ こ

澤
さ わ

　春
は る

彦
ひ こ

 氏
（元3等陸尉）

笠
か さ

間
ま

　元
も と

道
み ち

 氏
（元涌谷町教育委員会教育長）

令和4年春の叙勲
消防功労

瑞宝双光章

令和4年春の叙勲
教育功労

瑞
ず い

宝
ほ う

双光章

危険業務従事者叙勲
防衛功労

瑞宝単光章

　涌谷町消防団に昭和40
年から在職し、部長、分団
長、副団長、団長を歴任。
多年にわたり、消防体制の
確立と消防の発展に多大な
貢献をしてきた功績により
受章。

　昭和49年から教職員と
して奉職され、退職後は平
成24年から平成29年まで
涌谷町教育委員会教育長と
して涌谷町のよりよい教育
環境の整備に携われてきた
功績により受章。

　昭和55年4月に陸上自衛
隊多賀城第一教育連隊とし
て入隊し第六偵察隊（大和
町）に勤務。54歳の定年ま
で勤務した功績により受章。

多年にわたる各分野における功績をたたえて
令和4年春の叙勲・危険業務従事者叙勲の受章者をご紹介します
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地域連携型学校防災体制等構築推進事業を実践研究
涌谷高校で災害図上訓練を実施
　令和3年度と4年度の2年間、地域連携型学校防災体
制等構築推進事業の実践研究校として指定されている
涌谷高校において、4月21日（木）に、1年生と2年生を
対象にした災害図上訓練（DIG）が行われました。
　訓練では、元消防士で現防災士の吉目木克彦氏の講
話で涌谷町で過去に起きた災害を学び、各地区の行政
区長や自主防災組織の皆さんと交流しながら涌谷町の
災害特性を理解し、防災対策や災害時対応を考えまし
た。

子どもの丘子育て支援センターでイベント
あきらちゃんとジャンプくんコンサート
　5月1日（日）に、わくや天平の湯に隣接する子どもの
丘子育て支援センターにおいて、YouTubeで1208万
回以上再生されている「秘伝ラーメン体操」で知られ
るあきらちゃんとジャンプくんによる「あそびうたコ
ンサート」が開かれました。運営には、わくやdeあそ
部の皆さんも携わり、事前申込制の20人限定など感染
症対策を講じながら開催されたコンサートでは、大人
も子どもも体を動かしながら、世代間交流のひととき
を楽しみました。

箟岳山の春を感じながら
箟岳山石仏広場で太極拳
　4月19日（火）に、箟岳山石仏広場において、60歳以
上の県民が通い、生きがいと健康づくりを目的とした
学びの場「みやぎいきいき学園」25期卒業生で構成す
る「いきいき25太極拳愛好会」の皆さんが、太極拳を
楽しみました。
　年に2回、普段の活動の場となっている大崎市の公
民館を離れて活動しており、今回、石仏広場を会場と
しました。桜が舞い散り、野鳥のさえずりが響く中、
春の箟岳山を満喫しました。

遠藤釈雄町長コラム

人に寄り添い合う大切さ
　先月、お笑い芸人の上島竜兵さんが急逝された。う
つ症状に陥っていたとの報道もあるが、ホッコリとし
た温かさ、安らぎを感じる演技が魅力の方であり、ご
冥福を祈るばかりだ。
　今、仕事や人間関係などで心を痛めてうつ症状に陥
る人が多いと聞く。驚くことにうつのリスクは農村の
高齢者の方が都市より1.2倍高いと言われる。人口が
減り、悩みを話せる相手がいないからだという。こう
いった時こそ、寄り添い合い、この局面を乗り切って
いきたい。

《遠藤釈雄町長の公務（4月16日～5月15日）》
●4月16日㈯	 涌谷藩志会総会	 （涌谷公民館）
	 純米大吟醸「稀世」お披露目会
	 	 （わくや天平の湯）
●4月19日㈫	 健康推進員協議会	（涌谷公民館）
●4月23日㈯	 旧北上川河口復旧復興事業完成式
	 （石巻市）
●4月26日㈫	 北上川下流及び江合川・鳴瀬川総合
	 水防演習	 （役場）
●4月27日㈬	 涌谷地域農業再生協議会総会	（町内）
●5月 9日㈪	 箟岳白山小学校田植え	（町内）
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▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
25
ー
７
９
０
６

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

助
成
し
ま
す

　

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
住
宅

の
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
を
助

成
し
ま
す
。
耐
震
診
断
で
は

８
４
０
０
円
の
自
己
負
担（
延
べ

面
積
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
場
合
は
増
額
）で
住
宅
の
耐
震

性
を
調
べ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
耐

震
性
が
な
い
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

で
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に

対
し
、
最
大
60
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
６
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
12
月
27
日（
火
）

▼
対
象

▽
耐
震
診
断
助
成　
①
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
て
い
る

住
宅
②
在
来
軸
組
構
法
③
過
去
に

耐
震
診
断
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
住
宅

▽
耐
震
改
修
工
事
助
成　
①
耐
震

診
断
の
結
果
が
所
定
の
評
点
に
達

し
な
か
っ
た
住
宅
②
過
去
に
耐
震

改
修
工
事
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
住
宅
③
耐
震
改
修
と
同
時
に
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施
す

る
住
宅

始
後
、
各
施
設
周
辺
の
道
路
の
交

通
量
が
一
時
的
に
増
え
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
上
町
地
内
か
ら
涌
谷
大

橋
た
も
と
の
信
号
交
差
点
付
近
で

の
渋
滞
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
可
能

な
場
合
、
う
回
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　
☎
43
ー
２
１
４
０

涌
谷
町
子
育
て
短
期
入
所

生
活
援
助
事
業
が

始
ま
り
ま
す

　
保
護
者
の
病
気
や
出
産
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
見
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
、
地
域
の
里
親

が
里
親
の
自
宅
で
お
子
さ
ん
を
預

か
る
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
生
活
を
確
保
す
る
涌
谷
町
子

育
て
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
自

宅
や
学
校
な
ど
へ
お
子
さ
ん
の
送

迎
も
行
い
ま
す
。

▼
対
象　
涌
谷
町
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
以
下
の
子
ど
も

▼
利
用
料

　
世
帯
に
よ
り
利
用
料
の
一
部
ま

た
は
全
部
の
免
除
が
あ
り
ま
す
。

　
２
歳
未
満
５
３
５
０
円（
１
日
）

　
２
歳
以
上
２
７
５
０
円（
１
日
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
４
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
１
４
９
人
の
皆
さ
ま

 

３
７
８
万
１
千
円

▼
ふ
る
さ
と
納
税
災
害
支
援

　
全
国
の
５
人
の
皆
さ
ま

 

３
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま 

２
万
円

▼
涌
谷
町
史
料
館
災
害
復
旧
の

　
一
助
と
し
て

　
十
文
字
学
園
女
子
大
学
さ
ま

 

10
万
円

▼
広
報
郵
送
料
と
し
て

　
遠
藤
和
夫
さ
ま 

２
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
ー
2
1
1
1

水
路
や
た
め
池
で
の

水
難
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
時

期
、
水
路
や
た
め
池
の
水
量
が
多

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
水

遊
び
や
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
り
、

水
路
や
た
め
池
に
転
落
し
死
亡
す

る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
近

年
は
高
齢
者
の
水
難
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
痛
ま
し
い
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆

さ
ん
も
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
農
林
振
興
班

☎
25
ー
８
５
１
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の

申
請
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
状
態
で
、
万
が
一
、
障
害
や

死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」

や「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
国
民
年

金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
分（
令
和
４
年
７

月
分
～
令
和
５
年
６
月
分
）の
免

除
な
ど
の
受
付
は
、
令
和
４
年
７

月
１
日（
金
）か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ

月
前
の
月
分（
す
で
に
保
険
料
が

納
付
済
の
月
を
除
く
）ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
免
除

な
ど
の
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
ー
１
２
０
０

▽
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・

小
学
校
・
中
学
校
合
同

引
き
渡
し
訓
練
を
実
施

　
災
害
時
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
を

保
護
者
に
引
き
渡
す
方
法
を
検
証

す
る
た
め
、
引
き
渡
し
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～

▼
場
所　
町
内
の
幼
稚
園
・
こ
ど

も
園
・
小
中
学
校
指
定
の
場
所

▼
注
意
事
項　
引
き
渡
し
訓
練
開
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コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

痴
漢
を
撲
滅
す
る
た
め

　
痴
漢
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。万
が
一
、被
害
に
あ
っ

た
り
目
撃
し
た
場
合
は
、
傍
観
せ

ず
被
害
者
に
声
を
か
け
、
駅
員
や

警
察
に
通
報
す
る
他
、
警
察
へ
の

事
情
聴
取
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
痴
漢
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト
》

①
バ
ッ
グ
な
ど
の
荷
物
で
体
を
カ

バ
ー
す
る
②
混
雑
す
る
ド
ア
付
近

に
は
な
る
べ
く
立
た
な
い
③
い
つ

も
同
じ
時
間
・
車
両
に
乗
ら
な
い

よ
う
に
す
る
④
階
段
な
ど
を
昇
る

際
に
は
背
後
に
気
を
つ
け
る
⑤
不

自
然
な
所
に
あ
る
レ
ン
ズ
や
フ

ラ
ッ
シ
ュ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
に
注

意
す
る
⑥
防
犯
ブ
ザ
ー
を
常
に
携

帯
す
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
33
ー
２
３
２
１

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
関
す
る
説
明
会

と
登
録
申
請
相
談
会

　
古
川
税
務
署
で
は
、
事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
登
録

申
請
相
談
会
は
、
希
望
者
を
対
象

に
説
明
会
後
に
実
施
し
ま
す
。
事

前
予
約
制
で
、
定
員
10
人
に
な
り

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
22
日（
水
）

　
13
時
15
分
～
15
時（
予
定
）

▼
場
所　
古
川
税
務
署
１
階
会
議

室▼
申
し
込
み
先

古
川
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
１
７
１
１（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
２
を
選
択
）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

緊
急
地
震
速
報
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　
全
国
一
斉
に
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
を
用

い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ

う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
全
国
的

な
訓
練
の
た
め
、
国
や
県
の
判
断

で
予
告
な
し
に
中
止
ま
た
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
15
日（
水
）10
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

万
全
の
備
え
を
！

６
月
は
土
砂
災
害

防
止
月
間

　
６
月
は
雨
も
多
く
、
が
け
崩
れ

や
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
い
季
節

新
し
い
生
活
様
式
で
の

熱
中
症
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
密
閉
・
密
接
・
密
集
を
避
け

る
な
ど
の
対
策
を
取
り
入
れ
た
生

活
様
式
を
実
践
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
楽
し
く
夏
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

●
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
に
は
換
気

す
る
能
力
が
な
い
も
の
が
多
い
た

め
、
適
時
部
屋
の
換
気
も
同
時
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
脱
水
症

状
に
気
が
つ
き
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
飲
み
物
を
持
ち
歩
き
、
こ

ま
め
に
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

●
屋
外
で
人
と
の
距
離
が
十
分
と

れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
外
し
て

休
憩
し
、
体
の
負
担
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　
意
識
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
り
、

自
分
で
水
分
が
と
れ
な
い
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署
救
急
係

☎
43
ー
２
３
５
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
設
班

☎
43
ー
２
１
２
９

計
量
器
の
検
査
を

行
い
ま
す

　
計
量
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

検
査
で
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

「
は
か
り（
計
量
器
）」
を
２
年
に

１
回
検
査
し
ま
す
。
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
量
器
は
次

の
と
お
り
で
す
。
事
前
申
込
は
不

要
で
す
。

▼
対
象　
①
商
店
や
会
社
、
工
場
、

病
院
、
学
校
な
ど
で
使
う
は
か
り

②
農
家
で
野
菜
や
果
実
を
販
売
す

る
た
め
に
使
う
は
か
り
③
行
商
な

ど
で
使
う
は
か
り
④
宅
配
便
で
使

う
は
か
り　
な
ど

▼
日
時　

６
月
13
日（
月
）14
日

（
火
）・
両
日
10
時
30
分
～
14
時

▼
場
所　
く
が
ね
創
庫
さ
く
ら
館

▼
検
査
料　
検
査
に
は
所
定
の
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。
は
か
り
の

重
さ
に
よ
っ
て
手
数
料
が
異
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
９

で
す
。
家
の
周
辺
の
危
険
個
所
や

避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　
☎
43
ー
２
１
２
９

認
知
症
の
相
談
の
場

さ
く
ら
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す

　
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る

「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま

す
。
認
知
症
の
本
人
や
家
族
だ
け

で
は
な
く
、
関
心
が
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所

で
す
。
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
開
催
が
延
期
ま
た
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

ゆ
う
ら
い
ふ
多
目
的

ホ
ー
ル

▼
内
容　

講
話
「
認
知
症
カ

フ
ェ
っ
て
ど
ん
な
場
所
？
」
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
介
護
講
座
な
ど

▼
参
加
費　
１
０
０
円

▼
事
前
申
込　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
支

援
係

☎
43
ー
６
６
６
１
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